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ｄ．接続方法 

ダイアルアップ接続（モデム、ＩＳＤＮ）が52.0％と過半数を占め、次いで常時接続（ＡＤＳＬ、Ｃ

ＡＴＶ）25.8％、常時接続（ＩＳＤＮ）16.9％となっている。まだまだダイアルアップ接続が多く、基

盤整備の促進とブロードバンド時代のインターネット活用策を啓発する必要がある。 
N = 472

60.054.048.042.036.030.024.018.012.06.0

1.1
常時接続（専用回
線6Mbps～）

2.5
常時接続（専用回
線1～6Mbps）

1.7
常時接続（専用回
線～1Mbps）

25.8
常時接続（ADSL、
CATV）

16.9常時接続（ISDN）

52.0
ダイアルアップ接
続（ﾓﾃﾞﾑ、ISDN）

 

 

ｅ．電子メールアドレスの普及状況 

会社に１つが 53.4％と過半数を占め、次いで１人あたり１つ 22.7％、小グループに１つ 10.7％とな

っている。 
N = 485

60.054.048.042.036.030.024.018.012.06.0

2.9取得者なし　　　

53.4会社に１つ　　　

7.2部・課に１つ　　

10.7小グループに１つ

22.7１人あたり１つ　

3.1
１人あたり２つ以
上

 
 

ｆ．電子メールの活用方法 

社外取引（見積、受発注）が38.1％と最も多く、次いでホームページ上からの問い合わせ用24.2％、

全く活用していない21.3％となっている。各利用形態とも低位にあり、積極的な活用策を啓発する必要

がある。 

従業員規模別では、規模が大きくなるほど社内での事務連絡に多く使用されており、規模により社内

ＬＡＮの構築状況に格差が表れている。また、規模が大きいほど平均的に各種機能を利用していること

が、数字上から把握できる。 
N = 480

40.036.032.028.024.020.016.012.08.04.0

6.5その他　　　　　

21.3
全く活用していな
い

24.2
ホームページ上か
らの問い合わせ用

15.0
ホームページ上で
の販売申し込み用

38.1
社外取引（見積、
受発注）

7.7
出先の社員とのデ
ータ共有

21.0社内での事務連絡

17.9
顧客への定期的な
情報発信

 




